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§１．研究実施体制 
 
（１）「梅津」グループ（早稲田大学） 
① 研究開発代表者：梅津 信二郎 （早稲田大学創造理工学部総合機械工学科 教授） 
② 研究項目 

・独自 3D プリンタを活用した、ミニロボット用装着デバイスの開発・改良（佐藤 G と共同） 
・ペロブスカイト太陽電池の開発 
・ミニロボットを活用した農業支援（佐藤 G と共同） 
・ゴキブリの AI 判定 
・市民対話（全グループ） 
・ミニロボットの実証実験 
・飼育環境の整備 

 
（２）「福田」グループ（理化学研究所） 
① 主たる共同研究者：福田 憲二郎 （理化学研究所創発物性科学研究センター 専任研究員） 
② 研究項目 

・有機太陽電池の開発・改良 
・有機太陽電池を搭載した昆虫ミニロボットの特性試験 

 
（３）「佐藤」グループ（シンガポール南洋理工大学） 

① 主たる共同研究者：佐藤 裕崇 （シンガポール南洋理工大学機械航空学科 教授） 
② 研究項目 
・ミニロボット用装着デバイスの開発・改良 
・有機太陽電池を搭載した昆虫ミニロボットの特性試験 

 
§２．研究開発成果の概要 

 
災害現場での生存者の探索や農作物の病害食害発見への利用が可能なミニロボットを開発することが、本研

究の目的である。これを達成するために、実際の使用を模擬した研究室内実験環境と研究室外実験環境を設

けた上で、装着デバイスを改良しながら、ミニロボットの実験を実施した。また、視認しにくくすることで、社会受容

性が向上することを把握したので、ミニロボットに人工翅を設けた。この人工翅を転倒時に広げることによって、ミ

ニロボットが転倒した際に、起き上がれる機構にした。さらに、人工翅に孔を設けることによって、重心を下げた。

この改良により、坂からミニロボットを転がした際に転倒するケースが大幅に減った。また、ミニロボットは、災害時

には長時間に亘る探索活動を、平時には長期間に亘ってのモニタリングを行うことから、エナジーハーベスティ

ングデバイスの搭載が必要となる。そこで、ミニロボットの背部に設置可能な超薄膜の太陽電池を開発した。繰り

返し充電と放電（ミニロボットの行動制御）が可能なことを論文として報告した。このミニロボット関しては、申請者

らが本研究を通じて必要な要素技術を開発することで、長時間駆動が可能となり生存者発見の可能性が示され

たことから、市民対話やマスメディアでの技術紹介をする機会が激増した。マスメディアから小規模講演会までを

対象とした活動を行うことによって認知度を上げる計画を立て、計画通りに実施できた。また、地震、農業、イン

フラチェックなどといった応用事例にあわせて、最適デザインがそれぞれ異なるが、開発済みの要素技術とバッ

クパックの小型化、関連する AI 技術の構築によって対応可能である。 
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